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北米先天異常学会(North American Teratology Society)は、
先天異常および胎生期に生じる疾患の世界的な予防に取り
組んでいる。米国では、他の一部の国と同様に、栄養強化穀
物への葉酸の添加が義務付けられている。葉酸添加が1998
年に義務化されて以来、米国では二分脊椎および無脳症を
含む神経管欠損の発生が26%減少した(Centers for Disease 
Control and Prevention, 2004)。カナダでは、神経管欠損の
減少率は、ニューファンドランド州の85%からオンタリオ州の
40%まで、州によって異なる。減少率は一般に、葉酸添加前
の二分脊椎および無脳症の発生率がどの程度高いかにより
決まると考えられる(De Wals et al., 2007)。全ての国で葉酸添
加が義務付けられると、このような重症例や致死的な神経管
欠損の世界的発生率は大きく低下すると我々は考える。各
国は、このような計画を実施するための最善の方策を、文化
的な選好性、費用/ベネフィット、およびQOLの懸念を考慮し
ながら決定する必要があるが、同時に、先天異常学会は、葉
酸添加の義務化の取り組みを支援するために次の決議を策
定した。葉酸添加の推進組織が世界的にこれを利用すること
で、葉酸によって予防可能な先天異常の発生数を減少させ
ることができるものと願っている。 

決議 
葉酸によって予防可能な二分脊椎、
および葉酸によって予防可能な無脳

症の発生を2024年までに 
世界で完全に予防する 
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次の事項を推奨する 
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 全ての政府は、一元的に生産される食品(小麦粉、コーンフ
ラワー、コーンミール、米、トウモロコシ粉、トウモロコシミール
などであるが、これらに限定されない)への葉酸添加を義務
付け、ほぼ全ての成人が1日あたり150μ g以上の葉酸を追
加で摂取できるようにする。 
 葉酸によって予防可能な二分脊椎および葉酸によって予防
可能な無脳症の発生を2024年までに完全に予防するための
国際的な計画を2015年までに策定する。 
 先天異常学会(Teratology Society)の会員は、自国におい
て葉酸添加の義務化を率先して推進する。 
 本文書の内容は、先天異常学会の評議会(Council)および
広報委員会(Public Affairs Committee)により審査され、完全
に承認されている。 

Teratology Societyの葉酸添加に 
関する決議の前文  1日用量1,000μ g[栄養サプリメントおよび栄養強化食品から

摂取できる合成葉酸塩(葉酸)について米国食品栄養委員会
(Food and Nutrition Board)が定めた現行の許容上限摂取量
(UL)(Institute of Medicine, 1998)]の葉酸添加が健康上の有
害作用を引き起こすというエビデンスは存在しないものの、1
日あたり1,000μ gを超える葉酸摂取に潜在的リスクが伴うこと
を示唆するような何らかの新しい十分な裏付けのある研究結
果が得られた場合は、これに対応することが重要である。 
 葉酸添加の費用対効果は高く、米国単独では、10年間
(1996～2006年)に約50億ドルの直接費用の節減につながっ
た(Centers for Disease Control and Prevention, 2011)。 
 葉酸添加の義務化によって予防可能と思われる二分脊椎
および無脳症の胎児の妊娠は、毎年120ヵ国で約18万件発生
している(Odewole et al., 2013)。 
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